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陰 ifi ii 遁及 び閟 = 原 3 解* に 就いて： 



天«上 ^ «る蔺泉_解 

大除大 》 の 消長が 陰 通 H 通： 
»通_行百八十日 



■陰 這 逆行 百 八十 日 

B 遁 ie ifi 合訐 日數 三百 六十 t 




陰 通 陽 58 及び 閏日 原理 解說 (: 就き 

险哚ニ遁の解說に就きましては、古來ょり其だ不徹底の書類のみ頗 
る多くして.陰陆ニ通の梃意たりし、天«上の眞髓に逮せし說明を具椬 
的に® 說せら れし害 钧は殆 んど诗 無と 言 ふ も 遇 言ではありません、 尤 
も 陰哚ニ 逝を 箱 阐する天 » 上の原理に至つては頗る廣汎にして一朝 
ー夕に此說明を傲底せしめ以て陰哚ニ遁の元 «[ を盡すこと能はざる 
が爲めである*併し乍ら今爱に本館は萵等科舍員諸君の熱誠なる硏究 
努力の 精神に 封し ' 嫌 其 * カの擴 充 寅現を期する爲め陰哚ニ通の厣 
理に對 し 天 K 的 根幹と する 方面に 向つ て撤底 的に 公明 解 說す るので 
あります 。偉大なる 力を 有する 陰陽 二通の 大運 行を 爲す べき 其 根幹な 
る ものが 何れに 確立して ゐ るので あるか •亦 何を 根據 として 陰陽 二通 
が 行 はれる ので あるか、 其 源を 究 むる ことが 最も 必要と する ので ある* 
今や ニ遁の S 始せる 其 源泉 も 明かに 知る ことなく 亦 其 根據 とする 天 



S 3 上の 原理 も 知る ことなくして. 只 徒らに 极の無 き 花を 倍ず るの みで 
あつて 其 ffi 自然に 委せて 將來を 推移す るに 至ら ば •必ら ず や 早晚斯 适 
の 用 機能を 失 ふべ* i ものである. 其 結果と して ^ 等 科舍 H 諸君の 味. レ 
なる 硏究 努力は 一朝に して 水泡に ^ せし むる こと 無しと せ ざれば 之 
等を末然に防止し、永遠に九星運用の货を確保せんが爲め、幹变九展運 
行上に起る闊日發生の原理を明辨すると共に陰喵ニ逝の源泉を明解 
L H つて 以て 大正 館 硏友會 fl に 敎說 したる 九星 運用の 妙 理を 永遠に 
存續 せし むる ことを 期す るので あります" 

序 說 

太 哚鲆 上に 生ずる 二十 四時 間の 閱と亦 幹 枝 九星 上に 起る 六十 a 間 
の間とは何れも皆寊地天«上に其源を出發し愛に至つて眞に方道原 
理の傲庭を盡し得たるものと謂ふことが出來る、斯くの如く形無き两 
理の霣 妙を 悟り 得る に 至りし は 三十 有餘 年間 終始一貫の 努力を 以て. 



ft 祭と 货驗 と »納 推測の 作用に 因りし 結果で ある。 午 去 古来ょり 世上 
に俾は りたる 我易學 及び 方 道學 なる ものは、 極めて 知名の 學文 である 
が.其原理とする主要點は槪ね化物的の物にして、愿に具 «£ 的厣理とし 
て僧初するに足るべき根據は頗る不蚌明であつて、之れを具趙的に世 
上へ示すこと能はざる薄弱性であつた然るに今や幸にして眞に其源 
泉た る 所以を 明かに 示す ことを 得た るは 社 含の 爲め 各位と 共に 御 同 
«に堪ぇざる次第である夫れで今犮に天餞上に關したる1切の明說 
は 横 山 先生の 天文 講活に 基き たる ものにして 、本館の 硏究に 非ず 唯 顷 
If とする に •大 文を tt とし、 此作 用の 全 K を 易理の 用と 爲す べき 關係上 
稱山先生 |6 究定せられし，學理の1端を再說して原理の傲底を明辨し 
以て •尚 等 科 諸君の 熱誠 硏究に 對 して 衷心ょり 報 へんと する 次第で あ 
ります • ^ ほ千言茁語を以て意思の充分盡すべきも紙面に限りあれば 
餘說に 就て は 高等科 講演の 席上に 於いて、 其 解説を 呈 する ことを 約し 
て止嚷 す • 
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左の冏阐は我地球が進行する軌道である夫で阅内の周阑に記人せ 
しは 太 ^ « 中ーケ 月に ニ间 ある 節替 りで あつて、 之れ がー ケ 年中に 十 
ニケ 月 分 二十 四 節と なる' 之れ を 指して 一言に 節 替 りと 稱す "そして 冬 
至と •夏至と に 通じて ゐるニ 線は， 執 迈 の 南北を 明らかに 示した ので あ 
る 尙ほ四 外に ある 0 は 南北 共に 之れ を 地球と し •冏の 中央に ある •を 
太哚と假定したのである.それから我地球は每年十ニ月冬至の節には 
冬至と記せし冏外を進行するのである夫れから順次小寒の方へ向へ 
，大寒、 立卷 、附 水と 進行して 行き 西方 赛 分に 我 地球が 至れば •卽ち 毎年 三 
c : となり •此 時期を 指して 例年 務の 彼岸と 稱す るので ある •更に 地球は 
存分 點を迎過して.渐次淸明、毅甩立夏と進行して行き、六月廿一日か亦 
は 二十 ニ =に至ると.互至線南方を通過し夫れょり進んで小考大耨等 
を通過して九月ニ十ニ日若しくはニ十三日に至れば柬方秋分に至る 
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ので ある。 其 秋分 九月を 通過して •亦 更に 寒®、 霜 降と 順次 進行して 元の 
北方 冬至線に 至る のであります’ 之れ で 我 地球は 軌道を 一周し 終り 之 
れが满 一ケ 年と 稱 して 十 ニケ A 二十 四 節を 一巡す るので あります •夫 
れから 亦 更に 冬至線を 地球が 出 發 して、 再び 前記の 通り 其軌泣 を 循環 
し、將來無限に之れを繰り返へして行く、斯くの如き天«作用の循頊は、 
陰 瞄 二通の 源泉と なり， 亦 幹 枝 九星 上に 起る 間 日 六十 日間を 產み 出す 
基礎と なる • 

大陰大 陽の 消長が 陰遁陽 遁で ぁる 大法 則 

は 宇宙 天® の 運行に 興り、 將來 永遠に 此 作用を 繼箝 して 行く ので 
ある。 毎年 冬至の 節 十二月 二十 一日 か、 二十 二日に 至れば R 中 九 時間 半 
となつ て -: 年中に 於て 最も H の 短 かい 極に 達する のであります。 此時 
期を 指して 陰の 極と 稱し 、卽ち 陰極つ て ^ を 生ずる 天地 運行の 分妓を 
爲す時期にして，爱に至つて鈦に一隘來復と稱するのである。夫れで冬 



• « 水の節甲子の日に七赤を中莒に起し，«111乙丑の：：1に八白を中莒 
に 起し、 亦其翌 21 两 寅の 日に 九 紫を 中 贫 に 起す ので ある •此順 序に 從つ 
て毎日其日の九里を付して六十日間繼«すれば、数甬の節に至つて癸 
灰 の 三费 中宮の 日と なる、 此六十 ：：：間を指して阳通中元と稱するので 
ある* 

教兩の 節 甲子の R に四綠 を 中宮 ft 起し、* 日 こ 丑の： 11に五黄を中山 « 
に 起し， 亦其翌 日 丙 宙の日に六白を中贫に起すのである、此順序に從つ 
て 毎日 其 日の 九 里を 付して 六十 =間繼» して 往けば 必らず a 至の 節 
に 至つ て、 癸 亥の H に 九 紫を 中 K に 起す のであります， 此六 十日 間を 指 
して隖遁下元と稱すことになる. 

冬至ょり双至の節に至る：：：數は’ & 八十日間にして陽逝三元が終る。 
陰 通 逆行 •白 八十 日 問 

陰遁逆行とは、：$年直ヤの節甲子の日に九紫を中咨に起し，翌日こ丑 



の日忙八白を中宮に起し.其 « :11.內寅の日に七赤を中宮に起し.此順序 
で 日々 九星を 付して 住けば， 六十 11::31には處冰に至り癸亥の日に四躲 
を中窗 に 起す ことになる 此 六 十日 間を 指して 陰 逝 上 元と 稱す るので 
ある' 

處糞の 節 甲 子の 日に 三 碧を 中宮に 起し •翌日 乙 丑の B に ニ黑を 中宮 
fc 起し、 其 翌日 丙 寅の 日に 一白を 中宮に 起す ので ある， 此順序 こ 從つて 
毎日九虽を付して往けば，六十日目に至つて拓降の節癸灰の日に七赤 
を 中宮に 起す ことになる， 此六 十日 間を 指して 陰遁 中元と 稱 する こと 
になる。 

箱 降の 節 甲子の 日に 六 白を 中宮に 起し •翌日 こ 丑の 日に 五黄を 中 _ K 
に 起し •亦 其翌 H 两寅の 日に 四綠を 中宮に 起す ので ある. 此順 序に 從つ 
て 六十 日間 每日 九星を 付して 往けば 冬至の 節に 至つ て 癸 亥の 日に 一 
白を 中宮に 起す に 至る- 此六 十日 間を 以て 陰 逝 下， 兀と稱 する ので ある。 
之れで陰通逆行百八十日は終りとなる 




陰遁陽 陽遁 合計 三百 六十 日 

陰瞄ニ遁の數は、之れを合計して三斥六十日となる、是で幹技と九星 
のーヶ年問は終る*併し乍ら、毎年菠行する腭=:數は、三 & 六十五11:とな 
つてゐる，為すれば陰隘ニ遁の，幹枝九虽上の满1ケ年三存六十0:に比 
すれば 押 H の 方が 五 口 間 だけ 超過し、 松 哚ニ 逝の 日數が 五日 間 だけ 不 
足して 來 る結采 が 生ずる ことになる* 此場 合に 於いて 直ちに 翌年 度の 
幹敁九狃を以つて引續$毎日附することになる、然る時は本年中に明 
年度の幹枝九 51 を五：=間分利用し從つて明年度に至つて亦新たに五 
n 間の 不足を 生ずる ことになる •然る 時は 昨年度の 分と 本年度の 分と 
合せて卜：=問の不足を生ずる結果に至る，此順序に闪ると六ケ年間に 
して旣に1!:十日と云ふ幹枝九里が不足して行くことは止むを得ざる 
結果に して， ^ に 至つ て 始めて 五ケ 年 目、 又は 六ケ年 =： には 間を 以 つて 
之れを補ふことになる.之れを補はざれば瞄遁中に陰逅が起り、又は陰 




遁半ばにして阳逝が起り.其結采として幹枝丸展の本袭を誤り， # 地 £ 
定に 供して 1 |? «1: •分の 救济を 果たす ことは 出來 得ぬ ことになる* 

大陽府 の 間は 二十 四時 間 

太醞柙の一ケ年はバ母歲三百六十五日間歲に限り三丙六十六ロとな 
る 夫れ で 一月， H 月. 五月、 L 月、 八月. 十月 •十二 A の 七ケ 月は 必らず 三十 一 
H と 云 ふ H 數とな り 四月、 六月 •九月* 十一月の 四ケ 月は 必らず 三十 H と 
r ムふ n 數とな り、 二月は 毎年 二十 八 H にて 終る ので ある* 此十 ニケ 月 を 
粜谇 すると、 滿一ケ 年に して -: 西 六十 五 日となる^太踢科の閟：：：はニ十 
四時間 6|] ちー咨夜となつて始めて胛上に現はれることになる。其所以 
は、 « 上の 日數ーケ年三百六十五日と眞に天 « 運行上に起る|ケ年と 
は， 約 六 時間の 差を 生ずる 車に なつて ゐ る。 天 拉上の速行する眞の一ケ 
年間と する： 11數は、三莨六十五日五時四十八分四十六秒となつてゐる 
が、 毎年 解 上に 現 はれる 日 數 三百 六十 五日に 比すれば .五畤四十八分 « 




十六 秒 間 丈け、 牌 日 以外の 時間を 剩餘 する 結果に 至る ので ある。 夫れ で、 
剩餘 する 五 時 四十 八 分 四十 六 秒 時 問を 假りに 六 時間と して、 之れ を 切 
り 上ぐ るので ある、 差 すれば 每年六 時間と 云ふ餘 時を 生じ •之れ が 四 ヶ 
年間楂る時は*四六ニ十四時間と云ふー 34 夜の関日が生れることにな 
る‘ 此一进 夜 二十 四時 間は， 必らず 二月 二十 八 n と 云 ふ 月に 加へ て 行く 
ことになる •夫れ が爲め 太 ro 膊 の間歲 には 必らず 二月は 二十 九日と な 
る譯で あるが •此閏 =の有無は幹枝乜虽上に起るぺ$閏=には何等の 
閏 係は ない ので ある。 此の 一 日の閏日は’冬至と复至の當日がニ十ニ日 
に當 るべき ものが、 太陽 腭の 閟 歲には 二十 一 ：：：が冬岌ニ至の當日とな 
つて* 平年ょり 一日 ^ く 全く 冬 直 ニ 至に 遭遇す ると 云 ふ 差を 生ずる 結 
果に 至る のであります。 

斡枝九星の運用 (: 供するー蛊夜 

我 地球は 文字の 示す 通り 一 % の 土塊で あるが •大氣 之れ を揚 ぐと 稱 



して、 地球は 空間に 浮いて ゐ る， 此地球 の 住居は 宇宙と 稱 し て 無限の 空 
間に 住居を して ゐる 。夫れ で， 此地球 の 大きさは と 云 ふと， 北極と 南橱と 
の 中央に 最も 膨服 したる 赤道と 名付けし 所が ある •此 赤道の 周阐は 一 
茁 行里としてある、此赤道をニつに斷つた半趦の直徑は、三千ニ ?1 四十 
七1となる斯くの如き土塊が常に西ょり東に向つて熄まず自轉して 
ゐる •直徑 三千 二百 四十 七 里の 土塊は 二十 四時 間を 以つて 一自轉 をな 
し，卽ち之れを1 £ 夜と稱する所以であるが、之れを精密なる調奔に依 
ると、 二十 三時 間 五十六 分 四 秒で ある •之れ が 正確なる 眞の ー畫 夜と な 
る。 斯 くの 如き 大きな 地球が 自轉 する 速力は、 赤 a に 於て は 一秒 間に 一 
千五百三十一尺の速さである。斯る急速に自轉してゐる地球に生格す 
る 五 動物は •皆 之れ が 爲めに 精神 作用を 發揮し 活力の 基礎を 養 ふ 所以 
となる、 右の 如く 一违 夜と 稱 する 二十 四時 間は 天* 一 運行に 基 < 一 畫夜 
にして、 我が 方理 上に * 用す る一畫 夜は 其 時間の 區 切り點 が 遠 ふので 
あります*天拥運行上の一畫夜は我方理上の運用に供する事は出來ぬ、 



若し，天«運行上の一谨夜を其傻實用する時は、幹枝九星の迷用を誤り 
眞に迄定の哲理を失するに至ります。然る故に幹枝九茁上の坎州する 
一进 夜は、 夜の 十二時を 境界と t 翌日の 夜の 十二時 迄を 範阴 して 用 ゆ 
るので ある。 假 りに 本：：！ が 甲子の 四綠 中宮の 0 に當れ ば、 前夜の 十二時 
迄は*癸支の五黃中宮でありし昨日の分に埘せしめ*十ニ時一秒ょり本 
日の¥子四綠中宵の日となる、其夜の十ニ時迄が甲子四綠中宮の日に 
« する蹕 になる。 卽ち 昨夜の 正 十二時ょり 今夜の 正 十二 昨 迄の 二十 四 
時間を 以 つて ー盜 夜と 定 む、 此ー 进夜に對して幹枝九黾を當篏め，以て 
之れを五行運用上の一日と定むるのである、只我地球が直汉三千ニ|1:1 
四十七里の天體を一回轉する三十四昤問を以つて基哗とするは勿論 
であるが、時間の區切點に相違がある，此點に對して全 # 11 共に留苡し、 
各々 方理 運用の 中心を 誤ら ざらん ^ を 期せられ たし。 

H 至の 節に 閏を附 するとき 



夏至の節に間を附するときは、直至の節より手前の甲子の日に1白 
を 中 宵に起して阳遁の 0 で擗楂して行のである。甲子の〇:にー白を中 
K に 起して 一白 ニ黑. 一一 ^ と ^ n 此順に 忆足 を附 して 行けば 手前の 甲 
子 一白 中宮の 日より 三十 n 後の 癸 己の H に 至つ て， 三 碧を 中 _ K に 起す 
Id 序と なる •乎 前の 5- 子 一白の 日より 癸 己の ： n に 至る 三十 H 間は 瞄遁 
に 加へ る ことになる 此阳逝 の 終りと する 癸 己の 日は 三 扔中 宵 となる 
が、 亦其翌 u 甲 午の 2:にも三扔を中咨に起して行<ことになる、然ると 
きは 癸 己の 日と 甲 午の H と ニ n 間 三 碧 中宮の 日が 並ぶ ことになるが 
手前の 甲子 一白の H より 癸 己の 一一 一 碧の 日まで郎ち前三十日間は陽遁 
で進行し，癸己の三 « 中宵の11:の翌1::2-午の -. 碧の日より陰遁に荇り 
行 ことになるから 翌 H の 乙 未の 日には 一 :黑中 宵 の：：： となり、 亦 其 翌日 
丙 中の 日には 一白が 中 { 'H に 起. 0順序となる，此炫陰 « に附して行けば 
5- 午の 三扔中 咨 の！！： より 三十 R 後の 癸 灰の H は 一白 中宮の n となる 
のである。之で坫初夏至の節より手前の3-子の日より、癸灰の日の1白 



中古の H まで 六十 H llfl を 間の 期間 内と する ので ある •夫で 閉 の 終りの 
芡亥の日は * 白中苕であるが、其 « :=の中子の日は閗期問を始て脫出 
する 日で あつて、 此屮 : f の 日より 九 紫を 中 . K に 起し •此 甲子 九 紫の H よ 
り始て陰遁上元の第一步に向へ行くことになり、此甲子九紫中窗の2= 
より 向 ふ 六十 U 癸 亥の H までを ^ 逝 上 元と し •癸 亥の 日の 翌 R 、 甲子の 
日に 三 弟を 中 . K に 起し、 此屮子 三 ^ 中 宵の 日より 六十 日 後の 癸 亥 七 赤 
中 宵の d までを 陰 通 中元と す、 亦 癸 亥 七 赤 中 . K の 日の 翌日は 甲子 六 白 
中咨の 日と なつて 行く •此 5-子六*1:!中宵の日より六十日問後の癸亥の 
:11にーぬを中咨に起し此六十日間を险遊下.兀とし、之で上中下の三：兀 
は 終りと なり. 癸 亥一 内中. K の翌 0甲子の日に，亦再び一白を中贫に起 
して* 此 ー白より更に陆遁上元の一步に進むことになる： 

冬至の節に閉を附するとき 

冬至の節に閗を附すると$は、其冬至の節より乎前の甲子の=に、九 
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紫を 中 宵に起し、陰遁の倥で棋續して行くのであるが、其甲子の：11に九 
紫を中咨に起して’九紫べれ七赤と每日此顧序に附して行けばゴー十：：： 
後の癸己の=:に至つて、七赤を中宵に起すべき順序になる、冬至の節ょ 
り手前の甲子の九紫中兴の2:ょり芡己の七赤中宵の日に至る三十2: 
間は、 松 逝に 加へ るので ある。 此险 遁 の 終りと する ^ 己の 七 赤 中 宵 の：：： 
の •翌 ：= 中 午の 2:にも、亦七赤が中肖に起つて、癸己の11:と*5-午の：11と _. % 1 
2:間ともに.し赤中 *«* の=:が並ぶことになる、夫で癸己の七赤中肖の：：： 
までは 唸 逝で あるが >• HE -午の七赤中宮ょり哚逅となるのであるか 
ら 、甲 午の n にし 赤を 中 窑 に 起し* こ 求の 10に八白を中宵に起し.丙申の 
日には 九 紫を 中 宵 に 起すべき 順序と なる， 其翌 ：1:の丁沔の日には _: ^ 
を 中宮に 起して 行く ことになる， 夫で 甲 午の 七 赤 中宮の H ょり， 三十 H 
後の癸亥の日に至つて、九紫を中宮に起すべき_序となる.之で最初の 
甲子の H の 九 紫 中宮の U ょり， 六十 H 後の 癸 亥の 九 紫 中宮の 日に 至る 
間の、六十2:間を ^ の期 11}1 内とするのである.閲の «: 終日である*癸亥の 



九 紫 中 K の n: の ^ 日 甲子の 日より 1内を中拷に起して，陽遁上元に入 
るので あつて， 此 £- 子 一白 中窝の 日より 六十 日 後の 癸 亥の 日に、 八 白を 
中 宵に起す，此六十日間を阳遁上元とするのである、夫で癸亥の日に八 
0を中沆に起して、其翌日甲子の=:に七赤を中宵に起し此中子七赤よ 
り六十日後の癸亥に至つて五黄を中宵に起すのである、夫で甲子七赤 
中 宵 の： =より芡亥の汙黃中宮の日に至る六十日間を隈遁中元とする 
ので ある •夫から 亦 癸 亥の 五黃中 K の 日の 直ぐ翌 H 甲子の H に 四 綠を 
中 K に 起し* 此 H より 六十 日 後の 癸 亥の R に 九 紫を 中 宵 に 起す、 ことに 
なる， 此六十 ：一:間を指して哚遁下元とするのである之で阳遁三元西八 
十日が 終り 亦 s 至の 近き 甲子 九 紫の 日が迤ぐ其翌日となつて之より 
更に ^ 逝に 向 ふので ある* 

一一： 合 原理 解說 及び 運用 法 

古来より 三 合 五行と 稱 して， 諸 ^ に 其 岡 解 及び說 明 等を 示され* 各人 



之を知ると雖も箕一一ー侖五行と稱する其本胶なる米が^明說せられたる 
其物は無；いのである，軍に子の月には辰がー一:合となつて之に天近天德 
月德の衣神在宮するを示したるのみであつて，何故に ^ の方へ三吉祌 
在咨するのであるか，其根據とする具 « 的评由と、其作用を极木的に解 
说敎授 する に 非ら ざれば、 此 一一； 合法た る 所以を 知る こと 能は ずして， 其 
理 如何に® 妙を棰むと雖も、之を運用に供して社會人泣を益するに至 
らざれ ば •結： 5 有名に して 其寊 無き 無用の 害 物と なる 蹕で あるボ に 申 
子辰の三合たるを知り，亦寅午戍の一ニ合たりを知ると雖も、是を知るの 
みに して 其极據 とする 所以は 如何なる 理由に 基き て 生れ 来たる 三 合 
であるかと 謂 ふこと を 知る 必要が ある •之と 同時に •亦 三 合 原理に 苺く 
べき 運用 法を 知る ことは、 極て 緊耍 なる ものである* 

本館は 今や ^ 等 科會 只 諸君の 极本的 赏 力を 澜茭 せんが 爲め三 合 五 
行に 對 する 古今 未發の 天钵的 原理を 詳解し •以て 其始源 を 知らし め •倚 
ほ 進んで 其 迷 用 作用を 併 解して 货用に 供せ しむる のであります* 




〇木 は 亥より 生じ 卯に 壯ん となつ て 未に 死す、 此 意味に より 亥 卯 未の 
三 支を 以て 之を 一言に 三 合と 稱し亦 火は 进 より 生じ 午に 壯ん となつ 
て 戍に 死す 故に 迸 午 戌を 合せて 之を 三 合と 稱す るので あるが、 此三支 
の 連 統を 一言に 盡せし 一つの 名 稱で あつて、 此三 合なる ものが 何ん の 
謂はれ有つて生旺毡の理由が起り如何なる极據より此银理が生顯し 
たる かは 古 來の諸 龙 多し と雖も 之を 究定 したる 明說 はない ので ある。 
協 紀辨方 ^ に 唯 南 子 これを 說 くと 雖も此 三 合た る 者の 始源 に對 して 
は3:等の极掂もなく亦 -. 介法に對して何等迷用活法と成る可きもの 
は 絕 無と云ふ有找である*发に至つて多くの :-|«: |) 辂中に三合五行云*を 
語 り ^ ると しても .眞に有名無寅となり、取に三合五行と稱する者の存 
rK を ^ し 得る に 過ぎざる ものと 言 ふ ぺけれ； 而 1て天逍と云ふも、天德 
と云ふも、或は吉神5星と云ふも、之等は、人類自身が名付けしもので有 
つて.其货を示せば天地間に充满する诰然元氣の消長作用に基くこと 
であつ て， 他に 何 ^ の ® 理 とする 所以が 有るべき ものでは 無い， 卽ち理 
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で午の方ょり订五十皮乎前の宙の方は’太阳が午にゐる間は其光りを 
受 くるので あるが •太陽が， 卜の 方ょり I 步進ん で 末の 方へ ft くと 诸 の 
方は 光線を 受 くる ことが 出来ぬ 1 S になり. 其 結 來 として、 太 限が 午を 退 
ぞいて.末の方へ迥れば.戍の方の明るい光線が、亥の方まで明るくなる 
のである.故に太啡灼牀ょり我地球に發する光線は太阳から地球面の 
午の 正當に 直 射し 其 竽をれ射の中眞として常に左右へ ^ 五十度宛捎 
がり行くのであるから午の中 4| ょり进の中 « 迄が 6* 五十度とし亦午 
の中眞ょり戍の方の中趑までが行五十度とする’午の中锊を起點とし 
て左右に廣がることが.何れも打五十度の範阐となつ.てゐる夫で寅午 
戍の三支を合せて之を三合と稱する所以である夫で亦太阳が西方酉 
の方の正當に %| はれば |§ の方を ||£ 相とし此2:ょり '0 , 五十度乎前の己 
の方まで光線は及ぼし次に -|? 五十度向ふの丑の方まで其光躲が廣が 
り行くものである.故に灼に人阳が居れば己西丑の三支を以て三合と 
稱するのである*定するに：ニ合とはー一ー支ともに太陽の光線を受ると云 



ふ .® 味で あるが、 其 直射を 受 くる 十二支が ¢1-: 相と 云 ふこと になり* 此旺 
相を 眼 n として 其 光りの 終りを 受く 支と 始めを 受 くる 吏の 三 支を！ 
言に ^ す 言葉が 三合と云ふ所以である地球は西より來に |»] つて|秒 
時間に一千五宫三十ー尺の絕大なる早さを以て常に灼轉して ^ るが 
此自轉する地球より三千八 6" 淇學の速方にゐる太哚より光松と熱と 
を送り與へてゐる，地球の自轉に從つて尥射する榀部が渐次西方へ迥 
ることになる，午前十一時には己の方を底射し，十ニ時には午の方を苡 
射し、 ニ 時には 木の 方を 直射す 6，此順序に考案すれば苊射する部所が、 
渐次西方へ廻ると！1じく、其直射旺相部所より，右の方の支部は渐次光 
線を 失つ て 行く が d 相 部所より 左り の 支部は 其 光りが 增 々先へ 迤行 
して 行く ことになる 何れにしても、 旺相 部所より 常に 西 五十 度 内を 照 
して 左右を 明るく して ゐる のであります、 此旺相 部所の の 方の 時代 
は 八月 九日より 十 一 W 八日での 間、 卽ち 毎年 秋の 時代と す 亦. 吐 相 時代 
が子の方であると$は，毎年-冬の時代で十一月九日より « 年ニ月四日 



ニ_ 

迄の 間と なる 都合で ある。 

o 柬方の 旺相は - 月 五 日より 五月 六日 迄 
〇南 方 旺 相は 五 月 六日より 八月 八 IE 迄 
〇西方旺相は 八月 九日より 十 |2： 八 H ^ 

〇 此方 旺相は 十一月 九日より 二月 四 H 迄 
右一 年間 叫時の旺相と言ふと赛は地球と太跺とが柬西の關係となり 
朿方の太哚より其光線を受くるのである、芨南方の旺相とは地球が北 
方に 居て 泪方の 太哚より光線を爻くるのである、秋内方の吒相は地球 
が 北方に ゐて洧 方の- ^哚より光跺を受くるのである、冬北方の.吐相と 
は地球が南方にゐて北方の太哚より光躱を受くるのである，故に 7|: 來 
.0; と稱 する 所以は 南方の 働ら く 時期で あつて 此時 期には 北方に ゐる 
地球が南方の太阳から天 »: と云ふ患みを爻けてゐる.夫が爲めに复と 
云ふのであります、ー言に之を遴せば 2 の時代には太阳が尚方に在轉 
して ゐ ると 云 ふ ^ 理で ある， 之と 同じく 秋と 言 ふとき は 太 ^ が两に 在 



轉してゐると云ふ原理であ6、北方冬と云ふときは太跺が北方にゐる 
と 云 ふ ) s 理で ある •春は 東方に 太 限が ゐて 地球を 照らす と 云 ふ 原理に 
なつてゐる、此理凼ょり春、 11 、秋、冬が ^ 別されるのである，何んの謂れも 
なく、 東方 西方 亦 南北 等の 四 正を 名け たる もので ない のです •夫が 爲め 
三 合方とは 光線の 消 方と 增進 方の 二方を 含有し 其 消畏の 二方と 旺相 
點の 三方を 範圍 して* るので ある* 直接 太陽と 地球の 關係に 因り 轻せ 
しもので ある • 

〇三合五行とは三合の呀則にょり地球の受る光線が常に消と長と 
の 二方の 働ら きを 成し 之を 陰陽と 稱する 所以で あるが 之が 行 はれる 
が爲めに五行の運行が伴ふことになる、 ?£ 合右って而して後に起るの 
が 11 行である*五行あって三合起るには非らざるべしー .. 介行はれざれ 
ば 五行 生ぜざる ものである •故に H 合法なる ものは 五行の 拫职を 成す 
ベき ものである •故に 之が 運用 法に 至つ て 其 順序と して 凡て 基礎に 用 
ゆる ものである ことを 知る 必要が ある •天下の 五行とは . ft ツの 作用が 
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家相上張り缺けを以て究定する吉内は必ず明中して其家相に现は 
れ たる 如き 思想を 確立して ゐる ものである， 張 出しの 吉相と なると 其 
家の人に 其 相が 確立して 日常 働いて ゐる缺 込の W 相は 其 凶 相 通りの 
寶際想が家人に出來上つてゐる，爱に於て良相を削作して住尻せば其 
相の通りの者が其家人の思想となつて活動してゐるのである、故に人 
家は 必ず 吉相を 求む る 必要が あるので 有ります、 故に 三 合の 筋道に 張 
り 出し 三 合の 支に 三方の 張り か 力ら が 在れば 其 家は 必ず 繁榮 する も 
のである，你ほ子孫長久の繁榮を保つカらとなるが、若し三合に張出し 
の 力ら か 亦は 强ヵを 有せざる 家相に 住居して 居れば 必ず 一代の 幸運 
は 保ち 得ざる ものである、 高等科 會： ：？ 諸君は 必ず 之を 確守して 三 合 張 
りの 吉相を 求む る 事に 常に 心ろ 懸げ 行くべし •午の 方に 母家の 力ら が 
在れば 戍の 方と ^ の 方の 二方へ 通當 なる 張り出しを 造る のが 三 合方 
の 張りの 吉相と なる ので ある， 亦 子の 方へ 母家の 力ら が 存立して ゐる 
ときは 辰の 方と 申の 方の 二方へ 張り出しの 杏 相を 作り 之に 住する 人 



u< 

は 繁榮幸 福と なる 亦柬方 卯の 方に 母家の 力ら が 在れば 亥の 方と 未の 
方の 二方に 張り出しの 吉相を 造る ので あるべし、 之が 三 合 張り出しの 
吉相と 云 ふ。 

張出しの原則として必ず其側の間數より割出して全間數の三分の 
一若し くは 三分の I 以下の 力ら を 以て 充分なる 張り出しの 力ら とす 
べし、 若し 三分の 一 以上に 達する 時は 永年 住居す る 内には 必ず 家族に 
不具者を 生じ 其 結果 全家 族の 一生涯の 惱み とする 原因が 作り出され 
るので ある， 之と 同時に 家運 も早晚 他 入の 爲めに 後へ される 時代が 來 
最ので あるから 必ず 張り出しの 力ら は 三分の 一の 力 以上に 及ぽ さる 
る - W を 諒承すべし- 

閣歲を 測 知す るには 

幹枝九星の閟歲を前知するには甲の子日より癸亥の日に至る六十 
C ： 間の る も 中央に 位する 癸 己の 日と 甲 午の 日に 注目し 甲子 日より 癸 



己の 日まで が 三十日 亦 甲 午より 癸 亥の 日まで が 三十日で ある •中子 日 
より 癸 己 日までの 前 三十日が 冬至の 日を 越いて 手前に なれば 幾：：： 手 
前にな つても 之で 閱 ふを 附せな ければ ならぬ •夫で 後 三十日の 始に位 
する 甲 午の H が 冬至の 日と なると か 亦 冬至の 日より 手前に 這 人れば 
之で 関 ふが 起る ことにな り. 耍す るに 後 三十日の •切日と なる 甲卞 の ： n 
が 冬至の： 12と一致するが亦は冬至の日より -?- 前に這人るを以て 0 間 
歲で あると 知れば 宜しい • 

直至の節も |«1 じく甲午の日が复至の當日となるか亦は夏至の當：11 
より手前に 2 人れば同じく間ふを附するのであることを知るべし 
此法則たるや冬至夏至に近き中子の日を以て哚逝上元甲子一ぬを 
起し 亦险通 上 元 甲子 九 紫を 中哲に 起す る 原則に よる ものである、 故に 
甲子の m が 冬至 當 日に 當れば 手前の 甲子の H は 冬至の H より 三十 一 
日 手前と なり 冬至 後の 甲子の H は當 H より 三十！！： 後と な U 一 H だけ 
冬至の 節に 甲子の 日が 近くなる が爲め 三十 一日 手前の 甲子の R を哚 
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千 運用の 法則と なる のであります、 ^ は： 内 ド.西は决辛.北は壬癸.柬5_乙， 
以上を 八 干と 云 ふ此八 干を 以て 運用に 供す るので ある •人の 楮神 とは 
之を 謂 ふ、 人の 精神には 他の ^ は 退 人せ ざる ものである， 故に •內の 年に 
生れたり とする も •其 人が 果して 丙の 精神を 常用して ゐ るかと 云 ふと 
必ず然らず、決して其丙の精神全能作用を發谉しては居らぬ*然し乍ら 
丙の 年生れ とせば 丙の 氣 分は ある •何人が 見ても ^ しく 丙の み a 逮し 
てゐない、丙丁の南の性を有す 6. 人が生れたならば.南方丙の方と束方 
甲乙の 方に 張 出しが 無く ば、 真の 大转 者と か， 大學者 とか 或は 名僧と か 
亦は一方の名人とか群を拔き出でたる衍者となる ¥ は出來ぬ、夫が爲 
めに 同じ年 月日に 生れし 男子で あつても •赞者 も 有る が、 無 ?? 者 も ある、 
能 ^ 家 も 有る が. 無口 も 有る 亦 仕亊の 出来る 人 も あるが •出来ぬ 人 も 有 
る 親孝行の 者 も出來 るが、 中には 兩 親の 恩愛を 知らぬ 馬鹿 野郞 も ^ 山 
あると云ふ擇で，恐らく千差茁别の作用を¥:して1定せざる迷命所有 
者 ある 所以で あら ふ. 總て 十干の 作用は 其 人の 精神 狀態に のみ 限つ て 
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良否の 別を 生ずる、 極めて 大切なる ものである* 丙の 年に 生れた る 人を 
して其丙の £ の精神を充分發揮せしめんとせば，南方；内の方へ银り出 
しを 作る は 勿論で あるが •更に 此丙を 生ずる 根本で ある、 東方 中 乙の 方 
に、 適 當 なる 張り出しを 作り、 束と 南に 張り出しの 力を 備へる 必要が あ 
る， 然ら ざれば 必ず 丙の 精神を 充分發 囲せ しめ 群を 拔 出る 大人物を ^ 
ふことは出來ない.南方丙丁のニ干は人類の頭腦を支配し.亦其削作の 
S 住を 帶る ので あるから X 生 上 極めて 重要なる ものである， 頭腦に -缺 
陷を 生ぜし 者に、 如何に 學 文を 仕込み 世界中の 大學 校を 卒龙 せしめて 
も 何ん の 益す る 所は ない 學 文の 數を淨 山 知る のみで あつて •自ら 之を 
* 用す るの 機能が 無い とすれば 結局 無 學者に 劣る もので あつて 學文 
を 仕込んで 却て 本人 其 者の 不幸を 招く ことになる •家相ょり 備 はる 頭 
1 1は旣に先天性にして、學文のカを以て其頭臛を改造することはでき 
ぬ 頭腦が 主動 力と なつて 學文を a 用す ると 云 ふ 顧 序で あるから •學カ 
と腦カとは異ふことになる.其結果同じ帝大卒龙生でありし同年者が 











一人は 大臣と なつて 國務の 重任を 完全に 果し 得る ことが 出来る が 他 
の 一人は 次官に も 及ばず して •小會 社の 安：：：： 給 •取 U となつ て 居て、 最早 
や前途に光明を認め得ること能はざる悲境の迷命に至つてゐる人が 
奋 る、 斯の 如き 著明なる、 大名と 乞食の 如き 大差を 生ぜし 所以が、 帝大の 
敎 疗上ょり發生したるものであらふか否やと云ふ點に至れば、之に対 
して 何ん と 答へ るか、 一方 大臣と なりし あの人は、 頭 まが 良い から 成功 
する ょ、 一方 小會社 に 通 勘す る 安月給の 人は 元來 頭が 戾くな いょ •と 答 
へる 人が 多い が， 抑 も 頭が S いと か 良い とか 云 ふ 其 所以は 何れに 存在 
して、 ゐるの であら ふかと 云 ふと •頭腦 の 働ら きが， 乏しい と 云 ふ 窓 味で 
ある， 腦カが 少ない と 云 ふ 理由に 歸啬 する， 將來 乏しき 腦カ者 は 先天に 
Jt - 源を » せし もので、 後天 作用に 出 づる學 文 上の 關係 にあらざる こと 
が 判明す る、 故に 學文の 力ら は 飽迄學 文の 力ら であるか、 先天的の 自腿 
力は 又飽迄 A 腦カで あつて， 其 働きは 全然 道が 違います 學文 上の 力と 
•H 腦 力とは 働ら くべき、 根本と 道筋が 異ふ 、卽ち 生れ 乍ら 自然に 有する 
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所の* 自腦苡 が 興 ふので ある •鉛の 如き 質を 有する 自腦 が敎 行の 力で 銀 
It にはなら ぬ， 天の 命ずる 所以で ある® 生れ 乍ら 自然 的に 備 はる 胧 力の 
本打が、生後變化の無いのは片手の指が五本備はりたると等しく、後天 
h の； CT / II にて 如何ん とも 成し 得ざる ものである. 斯の 如き 明 ft なる 理 
由の 確 諧 は列舉 する に餘り ある 次第で ある. 然る 故に 爭文 上の 關杀以 
外ー般修苍上の關係以外に天の命じたる性を云ふ、其极本に於て棟々 
なる 差が 生ずる ので あるが、 其 差を 生ぜし むる 所以は、 十干の 力に 其 © 
丙を 發するのてある.夫が爲め何れの歲に小兒が生れても，许頭腦を良 
性なら しむる には •東西南北の 八 干に 充分の 力ら を 備へ ，何れの 千に 生 
れし小兒も、待な充分なる頭腦を茭成し得る、カを具備して蹬かねばな 
らぬ.人牛；上の自然作用として.生る、小兒の贤愚は父母や |[1 先に4^ ^ 
ft は 非らざる もので あつて、 必す贤 愚の ^ を 生ずる 极 も元理 は 家相 上 
に闪る八干四方の吉凶のみであることを明らかに設することが出來 
るので ある 



人力を 以て 我 兒の贤 明なる を 創作 せんとしても 出來 得ざる は 我等 
の 之を 知る 所に して、 論議す る餘 地な き 問題で あら ふと 思 ふ、 浚に 至つ 
て考 いて 見るならば、 人の 生る、 や •人間 力に あらず して 天の 命ずる 所 
以で ある ことが 判る ので ある •天の 命ずる 作用とは 何者を 指す かと 云 
ふと •陆然 の元氣 を 屋内に 東け 入る、 作用に して •内外の ^ 切點を 境界 
する家2!の原相に因るのである、家相の原理とする所以は、保氣の大小 
と其氣 の 消長を 以て 定む るので あるが •今 愛に 述 る主耍 點は 軍に 十 幹 
運用の妙珂を說き分員諸氏の鑑定運用に便ぜしむるを目的としたの 
である、 以上の 如く 十 幹 本性と して 當篏め る 常道は、 人類の 精神 上に の 
み， 關係 ある もので 有つ て身體 の 大小 長短 等には 何等の 關係 なきもの 
である •故に 十 幹は ^ にして •十二支は K なる 所以で ある， 洗 然元氣 を 住 
家内に保有する程度と其氣の來去する作用が如何に住者に良否の響 
きを生せしむるかは頗る深 ^ にして且大なる所以である祐等科含卩 
諸贤ょ.必ず发に記述したる十幹沔理の解說をして輕卒なる觀念を以 



つて l a に附 し. 其 ^ 理を凉 解す る こと 能は ざる 內に輕 昶 放 素す ベ か 
らず必ず惯诹なる精神を作興し軺に觸れて之を鉍ずるの妙用を邊さ 
れんこと を. 本 ^ は 衷心ょり 想 ^ する ので ある •數 十囘念 入れに 讀み、 '^ 
盘 の 存在す 6 根本原理を 撤底 的に 理解し 得る まで 必ず 重櫝 する こと 
を « 約する，的して其职理を根本的に押解し何事にも故用に供するこ 
とを 得る に 至ら ば. 发に至 つて 始て師 の 恩に 報へ る 所以と なること を 
凉 承して 可な らん や* 

在 ^ を形式的に爲し，文章に含有する大切なる尨遂を我腦裡に得る 
ことなくして •早 a 简堺に 片付け ると 云 ふ •生 意 ^ 性の 所有者が 現代 頗 
る 多く • ^ だ自己の愚を他人に示すに等しきものである、舍 11 雜氏に於 
ては 必ず 斯 る輕卒 の萌 度な* J tt . 注意し 一行の 躋 ^ に對 しては， 必ず 一 
行 だけ 寅 効を 奏する 熟凟を 完全に し、 C ら其理 を 解し 得る まで 雄 校し 
なければ ならぬ，- Hit 芯して 終る と 同時に 本を 放り出し， 之と 冏 時に讀 害 
i - し 文意ぶ 理等 は我腦 裡を 去つ て 終 ふ •之では ^ 者せ ざる も 等しき 結 



采に 終る ので あるが •此點 に 理解力の ない のが 生 想 ^ 性と稱 する 所以 
である 効 無き a 書は 有害無益と なり、 忙 がしい 時間を 欲して 585 窖の勞 
に當て 嵌めても、 凟 ft 意裘を 忘却 すれば、 無益の 時間と 無益の 勞に なる 
ことを 何より 先入せ しめられた い のであります* 

先天 後 X 解說大 意 

天の 法律に 先天と 後天の ニつ が ある. 先天が 在つ て 然る 後に 後天が 
在る 先天 無く ば 後天は 勿論 無い •夫で 先天とは 何を 指す かと 云 ふと •先 
きに 生れた る 萬 物の 形ち と 云 ふ 意 其で ある、 夫で 人間の 力を 用えず •天 
地の 力を 以て 產み 成した る 者に® り 先天と 稱 する 所以が 存在す る 萬 
物は 锜天 地が 削 造し. 人間 も 萬 物 中の 一物で あつて ーッの 品物で ある 
之も天地か釗作する、其上更らに天地が養宵する、夫から旺んに活動せ 
しむる. 最後に 至つ て、 待 人類は 天地と 云 ふ 神樣の 食物に 供せられ て 什 
鏵ふ ので ある、 之 等を 知らず 生* 」 て 人間ら し * Jte を 利かせても 最後の 
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五分 間に 至れば， 必ず 天地に 食 はれて 仕舞 ふので ある. 待 人間は 天地と 
云 ふ 奴の 所有 品 に 成つ てゐて 天地 h 身の 自由自在に 左右せられ てゐ 
る ことを 知るまい， 自分の 身垃は 天地から 借用して ゐる のが 判る * で 
ある •人間の肉 fig を 天地が 削 造し、 此肉體 に 精神を 入れて 生き物に 造り* 
毎日々々 天地が 命令して 人間を 追 ひ 使つ てゐ るの だ* 然るに 人間 其 者 
は、 自分で 勝手に 生れて 自分で 己れ を戔 宵した る 如くに 考いて •年に 達 
すれば、 父母と 云 ふ 天地の 意に 背いて 勝手の 行動を 執る， 父母と 云 ふ 天 
地が切に止むる所は或は自己の向ト：發展の機を失すると雖も、必ず己 
れの 希望を 斷 念して 父母の 盘に從 ふべき ものである、 H 本國 民の 忠孝 
兩道を尊道しない者は、人にして禽戬にも如からざるものであらふ、忠 
孝阐道 を 履むべき 原理と 其 理由を 知るまい、 人 問の 作 出す る 物は 製造 
と名づ くるが. 天地の 作 出す る 物は 待 創造と 名づ くるので ある， 父母 あ 
つて 我 身 在る 所以を 知る のは 子と 云 ふ C UI 1 物で も自づ から 判る 答で あ 
る •父母が H 夜 心を 苦しめ 我 身を 苦しめ， 以て 其 子を % 宵す る 父母の 心 



中を 祭し 得る ことが 出来 得る か X 母の 熱烈なる 慈愛を 我 子に 對 して 
施す勢カは"寊に天地をも覆すカに满ちてゐるのであることを知れる 
か， 自分の 成： i {したる は、 自分が 己れ を 成長せ しめたので は 無い ことを 
知つ てゐ るか、 何れの 兩親に 於いても 传斯 くの 如き 心 勞を 重ね •長い 兹 
月の 間 だ 我 子の 養 宵には 切なる 艱難を 忍ぶ ので ある ことを 知らねば 
なら A 、 我 生 兒の病 まん ことを 案じ 亦 其 兒の焴 ふこと を 恐れて、 常に 無 
事 息災を 心中に 析り 或は 亦 其 兒の 賢明な らんこと を 願 ふて •他日の 成 
功を 念じ、 寅に 父母の 其 子に 對 する や 溢る.. ばかりの 慈愛の 然ら しむ 
る所以であらふ，斯くの如$海ょり深き恩愛の念慮に满ち，雨に付け風 
忙 付け 我が 愛 兒の安 ら げき 成長を 願 ひ此 父母の 心中を 思 ひ 察する に 
至ら ば、 如何にして 此洪大 なる 恩 患に 感謝して ょいで あら ふか、 永き 年 
月に 亘 りし 父母の 心 勞に對 し、 如何にして 之を 報いる ので あら ふか、 實 
に赏に父母の其子に對する愛の深き且洪大なることは我等人類の等 
しく 之を 知る 所以で あるが、 單に 之を 知る のみでは 人間た る赉 格は な 



い、 殆んど 禽猷と 等しき ものである • 

犬の 子で も 親の 愛を 知る •凡そ 生 ある 者は 皆兩 親の 患 愛を 知る ので 
ある. 斯の 如き 洪大なる 恩 患に 報いる のと 否と で 犬と 人 >• 違 ふので あ 
る，此恩に報いるのが人類たる我等の誇りとして、 « に尊とき所以であ 
る、 夫で 親が 兒 に 對 して 施す 愛は ri に 先天的 根本 心理で ある •卽ち •大の 
命ずる所以ん亦之を天地の俐造と謂ふ、父母の心中に發遥する愛情は 
父母の .H 發に 出ず るが 如き 感ずる ので あるが， 之が 天の 命ずる 所に し 
て、 人の 父母と なる 者は 竹 我 子を 愛する の 念に 癸らない、 此念成 が 父母 
の稱神に » 勵せらる、は、人間が起さんとして起すべき作用にあらず 
して*天然自然に起り來る霣妙の働らきと言はねばなりません、斯3如 
き心理が發動し然も « に其愛を撤底せしめて我子の養 |1 を « 後まで 
爲し遂 ぐる 父母の 慈愛は 眞に 天地が 削 造し たれば こそ 行 はれる もの 
である.若し天地が之を命ぜざれば社會 ^ 物生成して熄まず *« と云ふ穿3 
萊の必要はないと思ふ、忠_孝兩通の极本袭も茇に其源を發し仁莪の大 



记 も 卽ち是 より 生じた る ものである. 斯の 如き 親子の 慈愛が 自然の 天 
地 運行 力に 發 する 所以を 指して 卽ち 之を 天の 使命と 稱 する 所以で あ 
る、 天の 使命に 背く ことは 人類と して 行 ひ 得られぬ ものである， 我に 封 
する 仇敵の 如くに 思 ふことは 我 子に 對 して 出來 得ざる ものである •是 
が 出来 得ぬ 心理で あるから 之を 先天的と 稱 して 天地の 削 造で ある こ 
とが 判る であらぅ • 

足 尾钢 山より 銅が 出る 此銅は 自然 的に 地中に 生れし 物で あるが 足 
« の 地中に 生れし 銷は最 初 何者が 造り L やと ^ ねて 見る と是は •大地 
と云ふ人が创造したものであつて世上の人間が造りしものでは無い 
最初 地中に 生れし 銷は 自分の 父母は： 人 地と 云 ふ 人で あつた. 天地と 云 
ふ 人の 造る 萬 物は 皆な 之れ を创边 と 稱し此 銅 塊を 仕入れて 鍋 やヤ々 
ンを造 るのは 創造では 無くして 之を 裂 造と ... ムふ ので ある. 而 して 此削 
造されし品質は先天的にして次に製造されし此作用は.後の灭性であ 
るから 後天的と 云 ふ， 天地の 自然力より % 產され たものは •待 先き の 天 
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地で生れし爲めに先天性と稱し.亦先天的に生れし物品を利用して.次 
に屯れし有形粒は饬後天性と謂ふべきである、我等人類が生產せられ 
し.四肤五 « は先：大性にして.何れの人も皆同形であるが、生れて後ちに 
茭 行せられ， 其茭 抒 なる ものは 後天性で ある、 故に 萬 人茁 別の 差 あり， 人 
岑して知識を15求むるも亦、後天性である.卒衮後成功と失敗との )«( 別 
が生ずるのも，自ら生れし後ちの*天理に支配せらる、から，之も後犬で 
ある、 或る 山中から 石材が 出る* 其 石 質の 硬軟は 人間の 裂 造で なく •天地 
の fill 造で あるが 爲め •先き の 天性で あるから 卽ち 之を 先天性と 云 ふが 
此 •わ 材を 以て •も 碑を 造る •亦は 石垣と する のは •此石 の 生れし 後ち の綦 
常で あるから •之を 後天性と 謂 ふので ある、 石の 運命 も 人間の 運命 も抟 
な後大性にして，先天性にはあらざるものである，人頮の脊戈は抟後灭 
性で あるから、 n 々月々 年毎に 其變 化が 行 はれる. 珍無類の 贫乏 生活 者 
が 俄かに 成功して， 大いに 威張り散らし •天下の 大道 も 稍々 狭き を 感ず 
る相兩％を振り步るく，亦親讓りの大赉產を穴で飛ばし.飛ぶ鳥も落と 



す惊大 の 勢力 ^ が、 今は 同情に 堪えぬ 惮れの 境遇に 悲 狡し •大切の 
一生涯を地铽の道中に終ると云ふ人世の千變萬化は抟後天性に出ず 
るので ある， 今は 四月の 中句 富者 も 貧者 も 共に 浮れ る 櫻の 哚氣 に逭遇 
し.何んとなく心鉍は_快となつて來た，此櫻の花は何者が造りしやと 
檯 に 向つ て 放 問したら、 櫻の 時に 適 當 したる 天の 患み に 養な はれ、 今の 
開花は 天地と 云 ふ 父母の 创迆に 生れた のであります、 人間の 製造の 力 
らは尠 しも 借り 得た のではありません と、 大威張りで 满 開し 泰然と し 
て： 火に 缂 へて 关 しき 花を 人目に 示して ゐる •之は 先天的の 力ら を發揮 
した 櫻獨 特の藝 術と 謂 ふべき ものである* 



